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安心・快適・都市力（やすらぎと発展）
のまちづくり

県南の中核都市としての求心力向上を図るとともに、福岡都市圏の

通勤圏としての機能向上にとどまらず、特徴ある豊かな資源を活かして

久留米市独自の魅力を高め、ここで暮らしたいと選んでいただける新しい

まちづくりに取り組みます。
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は新規、 は拡充新 拡

安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

中心市街地再整備事業 579,861千円

ＪＲ久留米駅第二街区の再整備

R2~R3年度

解体除却
文化財調査

R3~R6年度

新築工事

R6~R7年度

事業完了
（予定）

完成イメージパース

第一種市街地再開発事業費補助金

573,300千円

▶ 新たな都市空間の創出

▶ 中心市街地定住促進のための環境整備

事業スケジュール（予定）
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は新規、 は拡充新 拡

安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

駐車場施設整備工事 23,600千円新

パークアンドライドの推進を図るため、JR荒木駅
周辺で駐車場を整備（50台程度）

交通事業者と連携し、交通結節機能の向上

鉄道施設等耐震補強事業費補助金 59,000千円

西鉄久留米駅耐震補強工事への助成

鉄道利用促進事業
中心拠点・地域生活拠点整備事業 119,029千円 ※2事業の合計

大善寺駅前交通広場 28,350千円

路線バス等の安全性向上に向けた交通結節機能の強化
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は新規、 は拡充新 拡

安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

公営住宅等建替事業 77,932千円

駅周辺の立地特性を活かした市営住宅の再整備

西鉄津福駅周辺市営住宅再整備調査・検討 10,000千円

R2の取組：基本構想の検討

津福地区における市営住宅再整備事業の
基本方針等の検討

R3の取組：再整備調査・検討

民間事業者と連携したPFI方式による事業
化の可能性の検討

基本構想検討対象地
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は新規、 は拡充新 拡

安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

拠点公園リニューアル整備事業 7,000千円

官民連携による新たな公園施設の整備・運営

▶ 公園施設のポテンシャルを活かした魅力の強化

▶ 緑とオープンスペースを活用した市民サービスの向上

▶ 官民連携による公園施設の機能向上

R2年度

公募・業者決定

R3年度

施設整備

R4年度

施設オープン

中央公園事業スケジュール（予定）

飲食施設（カフェ等）

レクリエーション施設

中央公園民間活力導入インフラ整備

7,000千円

公募区域
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は新規、 は拡充新 拡

安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

ZEB化関連事業 〔水道事業会計予算含む〕 670,881千円

民間建築物ZEB化サポート事業費補助金 900千円新

ZEB化を検討する事業者が、ZEBプランナーに依頼して
行う調査費用の一部を助成（補助率：3/4）

総合幼児センターZEB化改修設計 16,008千円新

中央図書館ZEB化改修工事 273,973千円

R3~R4年度

工事設計等

R4年度

工事完了

整備スケジュール（予定）

▶ 工事完了予定 R3.12月
総合幼児センター

合川庁舎ZEB化改修工事 380,000千円
▶ 工事完了予定 R4.3月

（水道事業会計予算）

ゼロカーボンシティに向けて① － 2050年 市域からの二酸化炭素排出実質ゼロ －
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は新規、 は拡充新 拡

安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

新エネルギー政策推進事業 2,000千円

ゼロカーボンシティに向けて② － 2050年 市域からの二酸化炭素排出実質ゼロ －

ZEH化推進事業費補助金 2,000千円新

ZEH住宅の新築・改修に要する費用の一部を助成

ZEH…年間で消費する住宅のエネルギー量が正味で概ねゼロ以下になる住まい

－( ＋ )≦０

使う 減らす 創る エネルギー
収支

消費 省エネ 創エネ
・高断熱
・高性能省エネ設備機器

・太陽光発電システム

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）
住まいの断熱性能や省エネ性能を向上し、さらに太陽光発電などで生活に必要なエネルギーをつくり出すことにより、

年間の一次消費エネルギー量（空調・給湯・照明・換気）概ねゼロ以下にする住宅のこと。

☛



44

は新規、 は拡充新 拡

安心・快適・都市力（やすらぎと発展）のまちづくり

地産地消型エネルギーシステム構築事業 10,301千円新

▶ ZEB（市有施設）及び宮ノ陣クリーンセンターの余剰電力を市域で活用する
具体的な事業化スキームの調査・検討を行います

環境部庁舎（太陽光発電エネルギー）

宮ノ陣クリーンセンター（余剰電力） 学校や庁舎などの市有施設

電力を供給する
事業スキームの
検討

期待される効果

▪低炭素エネルギーの
有効活用

▪ランニングコストの低減

ゼロカーボンシティに向けて③ － 2050年 市域からの二酸化炭素排出実質ゼロ －


